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ể Ị    

    

主要港督励巡視は、港湾労働安全強調期間行事の一環として、督励巡視団が主要港の安

全衛生管理体制、港湾荷役作業及び労働災害防止活動の実態を全国的視野に立って巡視

し、指導、意見交換等を行うことにより、各主要港における労働災害防止対策の推進、安

全衛生水準の向上及び労働災害防止意識の高揚を図り、港湾貨物運送事業における労働災

害の減少に資することとするものである。 

 ḭ  

実施日 巡視対象港 担当総支部・支部 宿泊地 

 ７月28日（火） 横浜港 神奈川総支部・横浜支部 名古屋市 

 ７月29日（水） 名古屋港 東海総支部・名古屋支部 神戸市 

 ７月30日（木） 神戸港 兵庫県総支部・神戸支部 福岡市 

 ７月31日（金） 博多港 九州総支部・博多支部 ―― 

  

巡視の対象は、船内荷役作業、沿岸荷役作業、はしけ運送作業、いかだ運送作業、検数・

検量作業及び港湾運送関連作業とする。 

  

巡視団長は、会長が任命する。 

巡視団員は、各総支部長からおおむね２名の推薦を受け、協会本部が船内班、沿岸班に

編成する。 

  

横浜港運会館（横浜市中区山下町 279） 電話 045 -201 -3295  

（本部連絡先 電話 03 -3452 -7201） 

 ḱ  

結団式：７月２８日（火）横浜港督励巡視に先立ち、前記⑸の場所で結団式を行う。 

解団式：７月３１日（金）博多港巡視結果の検討会議終了後、解団式を行う。 
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督励巡視に関する各港共通の行事は、次のとおりとする。 

① 港湾荷役作業現場の巡視計画の打合せ 

② 港湾荷役作業現場の巡視 

③ 港湾災防各総支部・支部の安全衛生活動状況の説明 

④ 現地関係者と巡視団員・同行者との巡視結果の検討会議・講評 

⑤ 厚生労働省・所轄労働局担当官による講評・指導 

  

担当する総支部・支部において、督励巡視対象港における安全衛生活動状況等の説明資

料として、次のものを作成する。 

① 労働災害の発生状況（令和７年１月～12 月及び令和８年１月～６月） 

② 安全衛生活動状況（令和７年１月～12 月及び令和８年１月～６月） 

  

高さ 6.75 ㍍を超える高所における危険箇所での作業の場合、フルハーネス型の装着が

義務づけられていることから、船内班については、全員フルハーネス型墜落制止用器具を

装着して巡視する。 

  

巡視結果は、各港とも検討会議を経て、督励巡視結果発表会議において発表する。 

検討会議の際、団員の意見についてパソコンを使用してまとめ、督励巡視結果発表会議

では、プロジェクターを使用し、スクリーンに好事例や指摘箇所等の写真を投影して発表

する。 

  

協会本部において、督励巡視状況を取りまとめて、「主要港督励巡視結果報告書」を作

成し、団長から会長に提出する。 
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1 団長 間口
ま ぐ ち

 詠
えい

介
すけ

間口運輸㈱ 部長

2 鈴木
βγΦ

　寿
ρΰ

尚
θΤ

三ッ輪運輸㈱
安全衛生管理室

室長

3 伊藤
ΜρΞ

　博之
ϋϧϠΦ

三ッ輪運輸㈱
現業部第一事業所

副職長

4 中野 豊
なかの　ゆたか

苫小牧北倉港運㈱
安全衛生推進室

室長

5 東北 小宅　秀和
ΣϞΪʹϋπΤγ

小名浜海陸運送㈱
業務部

作業一課長

6 服部
はっとり

　正
まさ

央
おう

㈱リンコーコーポレーション
現業部

担当部長

7 奥川
おくがわ

　泰
やす

光
みつ

ＮＸ境港海陸㈱
安全・業務・適正化推進部

部長

8 齊藤
さいとう

　貴文
たかふみ 日鉄物流㈱

東日本支店
主幹

9 蛭田
ひ る た

　大介
だいすけ

㈱基行 課長

10 今野
こ ん の

　嘉
よし

貴
き

原田荷役㈱ 代表取締役社長

11 藤井
ふ じ い

　泰
やす

之
ゆき

東京港運㈱ 取締役物流統括部長

12 田村
た む ら

　正行
まさゆき 藤木企業㈱

横浜港運事業部本牧地区
次長

13 小山田
お や ま だ

 淳一
じゅんいち

川崎荷役㈱
作業部

作業課長

14 杉岡
すぎおか

　卓
たかし 関東港運㈱

横浜支店
部長代理

15 吉村
よしむら

 光司
こ う じ

名海運輸作業㈱
金城センター

所長

16 佐藤
さ と う

　公治
こ う じ

四日市海運㈱
安全推進部

部長補佐兼安全管理課長

17 船越
ふなこし

　崇
たかし 日本通運㈱

大阪国際輸送支店

中央国際事業所

所長

18 佐々野
さ さ の

 貢則
みつのり

富栄運輸㈱
管理部

部長

19 向田
むこうだ

 卓郎
たくろう ㈱上組

神戸支店

現業部 船内作業所

所長

20 中島
なかじま

 俊
とし

明
あき 日本通運㈱

神戸国際輸送支店
係長

21 山中
やまなか

　秀二
しゅうじ 日本通運㈱

広島支店
次長

22 新谷
しんたに

 優也
ゆ う や

広島荷役㈱ 執行役員

23 四国 村上
むらかみ

　明
あき

周
ひろ

浜栄港運㈱ 代表取締役

24 九州 益田
ま す だ

　進
すすむ ㈱上組

福岡支店

現業部

部長

25 長嶺
ながみね

　智
とも

彰
あき

海邦港運㈱
港運部

部長

26 比嘉
ひ が

　竜万
りょうま

北部港運㈱
作業部

係長

27 前田
ϘΠι

　憲孝
χϤθΤ

港湾貨物運送事業労働災害防止協会 企画課長

28 竹田
θΪι

　紀稔
ϙκρΰ

港湾貨物運送事業労働災害防止協会 広報課長

29 市倉
ΜκΨϣ

　健人
θΪρ

港湾貨物運送事業労働災害防止協会 主任安全管理士

30 宮川
ϙϞΤϩ

　敏樹
ρΰΦ

港湾貨物運送事業労働災害防止協会
九州総支部駐在

安全管理士

同行者

東海

兵庫県

沖縄

大阪

中国

北海道

日本海

千葉

東京

神奈川

№ 総支部 氏  名 所属事業場 所属・役職名
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① 巡視開始時の指差唱和 

② 巡視後の「巡視結果打合せ（班別）」の司会 

③ 「巡視結果発表会議」における発表（プロジェクターを使用し、スクリーンに好事例

や指摘箇所等の写真を投影して説明） 

   

「巡視結果打合せ（班別）」における団員の意見の取りまとめ（ＰＣを使用） 

 

港  役割  船  内   沿  岸  

 

（７月2８日） 

発表者 東海総支部 吉村団員 大阪総支部 船越団員 

書 記 兵庫県総支部 向田団員 中国総支部 新谷団員 

 

（７月2９日） 

発表者 千葉総支部 齊藤団員 九州総支部 益田団員 

書 記 中国総支部 山中団員  沖縄総支部 長嶺団員 

 

（７月３０日） 

発表者 北海道総支部 鈴木団員 日本海総支部 服部団員 

書 記 四国総支部 村上団員 神奈川総支部 杉岡団員 

 

（７月３１日） 

発表者 東海総支部 佐藤団員 神奈川総支部 小山田団員 

書 記 東北総支部 小宅団員 東京総支部 藤井団員  
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 総支部 氏  名 所属事業場 役割 

1 団長 間口 詠介 間口運輸㈱  

2 北海道 伊藤 博之 三ッ輪運輸㈱ A 

3 東北 小宅 秀和 小名浜海陸運送㈱ B 

4 日本海 服部 正央 ㈱リンコーコーポレーション C 

5 千葉 蛭田 大介 ㈱基行 D 

6 東京 今野 嘉貴 原田荷役㈱ E 

7 神奈川 小山田 淳一 川崎荷役㈱ F 

8 東海 吉村 光司 名海運輸作業㈱ 発表 

9 東海 佐藤 公治 四日市海運㈱ Ｇ 

10 大阪 佐々野 貢則 富栄運輸㈱ D 

11 兵庫県 向田 卓郎 ㈱上組神戸支店 書記 

12 中国 山中 秀二 日本通運㈱広島支店 Ｇ 

13 沖縄 長嶺 智彰 海邦港運㈱ Ｇ 

14,15 同行 前田 憲孝/市倉 健人 港湾労災防止協会 写真/― 

16 

来賓 

諸冨 伸夫 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

17 中地 建太 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

18 本多 航大 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

19 伊東 倭 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

20 杉田 雅 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

21 阿部 亨 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

22 増田 美南花 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

23 小山 歩 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

24 高橋 豊洋 神奈川労働局労働基準部 講評 
 

 総支部 氏  名 所属事業場 役割 

1 北海道 鈴木 寿尚 三ッ輪運輸㈱ A 

2 北海道 中野 豊 苫小牧北倉港運㈱ B 

3 日本海 奥川 泰光 ＮＸ境港海陸㈱ C 

4 千葉 齊藤 貴文 日鉄物流㈱東日本支店 E 

5 東京 藤井 泰之 東京港運㈱ E 

6 神奈川 田村 正行 藤木企業㈱横浜港運事業部本牧地区 F 

7 神奈川 杉岡 卓 関東港運㈱横浜支店 Ｇ 

8 大阪 船越 崇 日本通運㈱大阪国際輸送支店 発表 

9 兵庫県 中島 俊明 日本通運㈱神戸国際輸送支店 D 

10 中国 新谷 優也 広島荷役㈱ 書記 

11 四国 村上 明周 浜栄港運㈱ Ｇ 

12 九州 益田 進 ㈱上組福岡支店 Ｇ 

13 沖縄 比嘉 竜万 北部港運㈱ Ｇ 

14,15 同行 竹田 紀稔/宮川 敏樹 港湾労災防止協会 ―/写真 

16 

来賓 

北村 牧子 厚生労働省労働基準局安全衛生部 講評 

17 立石 光 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

18 西村 麟太郎 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

19 金浜 健人 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

20 浜田 道也 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

21 冨岡 民年 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

22 白石 真菜 厚生労働省労働基準局安全衛生部  

23 塩澤 勇人 横浜南労働基準監督署  

24 

 

石田 望 横浜北労働基準監督署  

25 

 

佐藤 良輔 鶴見労働基準監督署  
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ẇ   

№ 総支部 氏  名 所属事業場 役割 

1 北海道 伊藤 博之 三ッ輪運輸㈱ D 

2 北海道 中野 豊 苫小牧北倉港運㈱ G 

3 東北 小宅 秀和 小名浜海陸運送㈱ A 

4 千葉 齊藤 貴文 日鉄物流㈱東日本支店 発表 

5 東京 藤井 泰之 東京港運㈱ B 

6 神奈川 杉岡 卓 関東港運㈱横浜支店 C 

7 東海 吉村 光司 名海運輸作業㈱ D 

8 東海 佐藤 公治 四日市海運㈱ E 

9 大阪 佐々野 貢則 富栄運輸㈱ F 

10 兵庫県 向田 卓郎 ㈱上組神戸支店 D 

11 中国 山中 秀二 日本通運㈱広島支店 書記 

12 中国 新谷 優也 広島荷役㈱ D 

13 沖縄 比嘉 竜万 北部港運㈱ A 

14 
同行 

前田 憲孝 港湾労災防止協会  

15 竹田 紀稔 港湾労災防止協会 写真 

16 

来賓 

堀口 健一 愛知労働局労働基準部 講評 

17 久野 俊介 津島労働基準監督署  

18 堂久保 昌孝 津島労働基準監督署  

19 岩井 亮 中部運輸局海事振興部  

●  

№ 総支部 氏  名 所属事業場 役割 

1 団長 間口 詠介 間口運輸㈱  

2 北海道 鈴木 寿尚 三ッ輪運輸㈱ G 

3 日本海 奥川 泰光 ＮＸ境港海陸㈱ A 

4 日本海 服部 正央 ㈱リンコーコーポレーション B 

5 千葉 蛭田 大介 ㈱基行 C 

6 東京 今野 嘉貴 原田荷役㈱ D 

7 神奈川 小山田 淳一 川崎荷役㈱ E 

8 神奈川 田村 正行 藤木企業㈱横浜港運事業部本牧地区 G 

9 大阪 船越 崇 日本通運㈱大阪国際輸送支店 F 

10 兵庫県 中島 俊明 日本通運㈱神戸国際輸送支店 A 

11 四国 村上 明周 浜栄港運㈱ D 

12 九州 益田 進 ㈱上組福岡支店 発表 

13 沖縄 長嶺 智彰 海邦港運㈱ 書記 

14  市倉 健人 港湾労災防止協会 写真 

15  宮川 敏樹 港湾労災防止協会  

16 

来賓 

小笠原 哲治 愛知労働局労働基準部  

17 三戸部 孝敏 愛知労働局労働基準部  

18 橋本 圭一 名古屋南労働基準監督署  

19 神谷 貴志 名古屋南労働基準監督署   
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ẇ   

№ 総支部 氏  名 所属事業場 役割 

1 団長 間口 詠介 間口運輸㈱  

2 北海道 鈴木 寿尚 三ッ輪運輸㈱ 発表 

3 北海道 中野 豊 苫小牧北倉港運㈱ F 

4 東北 小宅 秀和 小名浜海陸運送㈱ G 

5 千葉 蛭田 大介 ㈱基行 A 

6 東京 今野 嘉貴 原田荷役㈱ A 

7 東京 藤井 泰之 東京港運㈱ G 

8 神奈川 小山田 淳一 川崎荷役㈱ C 

9 東海 佐藤 公治 四日市海運㈱ B 

10 兵庫県 向田 卓郎 ㈱上組神戸支店 Ｇ 

11 四国 村上 明周 浜栄港運㈱ 書記 

12 九州 益田 進 ㈱上組福岡支店 D 

13 沖縄 長嶺 智彰 海邦港運㈱ E 

14 同行 市倉 健人 港湾労災防止協会  

15 同行 宮川 敏樹 港湾労災防止協会 写真 

16 

来賓 

洲﨑 正博 兵庫労働局労働基準部 講評 

17 森永 芳彰 神戸東労働基準監督署  

18 中谷 勝 神戸西労働基準監督署  

19 黒沼 友博 西宮労働基準監督署  

●  

№ 総支部 氏  名 所属事業場 役割 

1 北海道 伊藤 博之 三ッ輪運輸㈱ G 

2 日本海 奥川 泰光 ＮＸ境港海陸㈱ D 

3 日本海 服部 正央 ㈱リンコーコーポレーション 発表 

4 千葉 齊藤 貴文 日鉄物流㈱東日本支店 C 

5 神奈川 田村 正行 藤木企業㈱横浜港運事業部本牧地区 B 

6 神奈川 杉岡 卓 関東港運㈱横浜支店 書記 

7 東海 吉村 光司 名海運輸作業㈱ A 

8 大阪 船越 崇 日本通運㈱大阪国際輸送支店 D 

9 大阪 佐々野 貢則 富栄運輸㈱ A 

10 兵庫県 中島 俊明 日本通運㈱神戸国際輸送支店 F 

11 中国 山中 秀二 日本通運㈱広島支店 E 

12 中国 新谷 優也 広島荷役㈱ G 

13 沖縄 比嘉 竜万 北部港運㈱ D 

14 同行 前田 憲孝 港湾労災防止協会 写真 

15 同行 竹田 紀稔 港湾労災防止協会  

16 

来賓 

泉 正信 兵庫労働局労働基準部 

 

17 山崎 一浩 神戸東労働基準監督署  

18 平野 逸郎 神戸西労働基準監督署  

19 堂園 康晴 西宮労働基準監督署  

20 東 憲吾 神戸運輸監理部海事振興部   
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 ỉ ễể ṕ Ṗ 

  ẇ   

№ 総支部 氏  名 所属事業場 役割 

1 北海道 鈴木 寿尚 三ッ輪運輸㈱ E 

2 東北 小宅 秀和 小名浜海陸運送㈱ 書記 

3 日本海 服部 正央 ㈱リンコーコーポレーション D 

4 千葉 齊藤 貴文 日鉄物流㈱東日本支店 D 

5 千葉 蛭田 大介 ㈱基行 G 

6 神奈川 杉岡 卓 関東港運㈱横浜支店 A 

7 東海 吉村 光司 名海運輸作業㈱ G 

8 東海 佐藤 公治 四日市海運㈱ 発表 

9 大阪 佐々野 貢則 富栄運輸㈱ G 

10 中国 新谷 優也 広島荷役㈱ B 

11 四国 村上 明周 浜栄港運㈱ C 

12 九州 益田 進 ㈱上組福岡支店 A 

13 沖縄 比嘉 竜万 北部港運㈱ F 

14 同行 竹田 紀稔 港湾労災防止協会 写真 

15 同行 宮川 敏樹 港湾労災防止協会  

16 

来賓 

松隈 一 福岡労働局労働基準部  

17 石橋 啓弘 福岡東労働基準監督署  

18 岩坪 健吉 福岡東労働基準監督署  

●  

№ 総支部 氏  名 所属事業場 役割 

1 団長 間口 詠介 間口運輸㈱  

2 北海道 伊藤 博之 三ッ輪運輸㈱ E 

3 北海道 中野 豊 苫小牧北倉港運㈱ D 

4 日本海 奥川 泰光 ＮＸ境港海陸㈱ F 

5 東京 今野 嘉貴 原田荷役㈱ G 

6 東京 藤井 泰之 東京港運㈱ 書記 

7 神奈川 田村 正行 藤木企業㈱横浜港運事業部本牧地区 D 

8 神奈川 小山田 淳一 川崎荷役㈱ 発表 

9 大阪 船越 崇 日本通運㈱大阪国際輸送支店 A 

10 兵庫県 向田 卓郎 ㈱上組神戸支店 C 

11 兵庫県 中島 俊明 日本通運㈱神戸国際輸送支店 G 

12 中国 山中 秀二 日本通運㈱広島支店 B 

 13 沖縄 長嶺 智彰 海邦港運㈱ A 

14 同行 前田 憲孝 港湾労災防止協会  

15 同行 市倉 健人 港湾労災防止協会 写真 

16 

来賓 

有村 康 福岡労働局労働基準部  

17 小河 征午 福岡中央労働基準監督署 講評 

18 大橋 洋一 福岡中央労働基準監督署     
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ệ  

 

⑴ 班ごとに巡視に先立ち、下記に示された重点点検事項を了知し、これに沿って巡視す

る。 

① 指差呼称の実施状況 

② 管理体制 

a 作業計画の作成状況 

b 船内作業主任者、沿岸主任者の選任状況 

        c 作業主任者等の職務遂行状況 

   ③ 揚貨装置、クレーン及び車両系荷役運搬機械（フォークリフト、ショベルローダー、

フォークローダー、ストラドルキャリヤー、構内運搬車、貨物自動車）等の作業 

a 運転資格の確認、運転・運行状況 

        b 通行区分帯への立入禁止・退避状況 

        c 玉掛け用具の確認、合図・玉掛け状況 

     ④ 荷役作業、倉庫内等の作業 

a 墜落・転落、物の落下、荷の崩壊、挟まれ、巻き込まれ等の危険状況の確認及び安

全対策の実施状況 

        b 通路、昇降等の設備状況、安全対策の実施状況 

⑤ 災害防止のための工夫改善事例 

⑵ 重点点検事項の確認に当たっては、別添「チェックリスト」を活用する。 

⑶ 巡視後は、班ごとに発表者が中心となり班員から点検結果を聴取し、これを取りまと

め、巡視結果発表等会議において発表する。 
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ṕ Ṗ 

 令和８年 月  日   港 

点 検 項 目 
船  名 

   

  

Ọ 

・安全標識、安全旗等の掲揚はされているか 

・作業にあった服装か。 

・保護帽を着用し、顎紐を締めているか 

・履物は作業に適しているか 

・指差呼称を実施しているか 

・熱中症対策は実施されているか 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

ọ 

・作業計画は定められているか 

・船内荷役（酸欠）作業主任者は配置されているか 

・船内荷役作業主任者は、作業箇所をあらかじめ点検し、 

直接作業の指揮を行っているか 

・船内荷役（酸欠）作業主任者は腕章等をつけているか 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

Ỏ 

・舷門表示は良いか。ＫＹボードは活用されているか 

・海中への転落防止措置はとられているか 

・船内通行設備は安全に確保されているか 

・甲板上や船内の整理整頓は良好か 

・立入禁止の設定と遵守はされているか 

・墜落防止措置はとられているか 

・荷崩れ等のおそれはないか 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ḱ ṇ
ḱ

 

ỏ 

・クレーンの検査証は備えられているか 

・点検・自主検査はされているか 

・運転士は有資格者か。免許証を携帯しているか 

・地切り時の一時停止、確認はされているか 

・荷役機械の作業計画は定められているか 

・作業者へ計画の周知はされているか 

・立入禁止区域の設定と遵守はされているか 

・アウトリガー・過巻防止装置・ワイヤ等は適切か 

・損傷品、不良品の使用はないか 

・危険な使用方法、過負荷等で荷扱いをしていないか 

・急発進・急旋回・急停止はないか 

・適切な走行スピードが守られているか 

・警報機・方向指示器・表示灯の保守点検はなされているか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Ố 

・合図者は指名されているか 

・合図者と運転士の連絡はよいか 

・合図者の位置はよいか 

・合図の方法は適確か 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

וֹ  

ố 

・玉掛け作業者は技能講習を受けているか 修了証を携帯して

いるか 

・損傷した玉掛け用具を使用していないか 

・つり具は適切か。つり荷は制限荷重以内か 

・つり荷の状態はどうか。玉掛け方法は適切か 

・荷が作業者の頭上を通っていないか。作業員の退避はよいか 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

Ồ 
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 令和８年 月  日   港 

点 検 項 目 
事業場名（上屋名） 

   

  

Ọ 

・安全標識、安全旗等の掲揚はされているか 

・作業にあった服装か 

・保護帽を着用し、顎紐を締めているか 

・履物は作業に適しているか 

・指差呼称は実施されているか、ＫＹボードの活用状況はどうか 

・熱中症対策は実施されているか 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

ọ 

・沿岸荷役作業の作業計画は作成されているか 

・沿岸荷役主任者は選任されているか 

・沿岸荷役主任者は、作業箇所をあらかじめ点検し、直接作

業の指揮を行っているか 

・沿岸荷役主任者及び作業主任者は腕章・表示をつけているか 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

Ỏ 

・作業現場の整理整頓は良好か 

・作業現場・仮置場の通路等の整理は良いか 

・はい崩れのおそれはないか 

・各種表示は適切か 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

ṇ
ḱ

 

ỏ 

・クレーンの検査証は備えられているか 

・点検・自主検査はされているか 

・運転士は有資格者か。免許証を携帯しているか 

・地切り時の一時停止、確認はされているか  

・荷役機械の作業計画は定められているか 

・作業者へ計画の周知はされているか            

・立入禁止区域の設定と遵守はされているか 

・アウトリガー・過巻防止装置・ワイヤ等は適切か 

・損傷品、不良品の使用はないか 

・危険な使用方法、過負荷等で荷扱いをしていないか 

・急発進・急旋回・急停止はないか 

・適切な走行スピードが守られているか 

・警報機・方向指示器・表示灯の保守点検はなされているか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Ố 

・合図者は指名されているか 

・合図者と運転士の連絡はよいか 

・合図者の位置はよいか 

・合図の方法は適確か 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

וֹ  

ố 

・玉掛け作業者は技能講習を受けているか、修了証を携帯してい

るか 

・損傷した玉掛け用具を使用していないか 

・つり具は適切か。つり荷は制限荷重以内か 

・つり荷の状態はどうか。玉掛け方法は適切か 

・荷が作業者の頭上を通っていないか。作業者の退避はよいか 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

Ồ 
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 令和８年 月  日   港 
（船内班・沿岸班） 

良 
か 
っ
た
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
摘
事
項

及
び
改
善
事
項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質
問
事
項 
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ể   

「結団式」は、午前９時30分から、横浜港運会館（横浜市中区）３階会議室において、厚

生労働省労働基準局安全衛生部 土井安全課長、神奈川労働局 宿里局長、国土交通省関東運

輸局 冨澤海事振興部長、横浜市港湾局 帰山港湾物流部長、港湾所轄の各労働基準監督署長、

横浜港湾関係事業者等多数の行政関係者等の代表者を来賓に迎え、神奈川総支部及び東京総

支部の関係者を加えた計160名の参加のもと挙行された。 

出席者全員で黙祷後、藤木会長の挨拶があり、引き続いて大阪総支部の間口詠介氏が団長

に委嘱され、下記のとおり進行した。 

最後に、横浜支部指差呼称実行委員会 荒井委員の発声に続いて、出席者全員で「ゼロ災

で行こう ヨシ！」と声高らかに指差唱和をして、「結団式」を終了した。 

記 

⑴ 会長挨拶      会長挨拶のとおり 

⑵ 団長委嘱状交付 

⑶ 団長挨拶      団長挨拶のとおり 

⑷ 団員紹介      前記名簿のとおり 

⑸ 来賓挨拶 

厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 土井安全課長 

神奈川労働局 宿里局長 

⑹ 来賓紹介 

厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 労働衛生課 諸冨課長 

安全課 北村副主任中央産業安全専門官 

                                  立石係長 ほか 

関東運輸局 冨澤海事振興部長 

            海事振興部 鈴木港運課長 

    横浜市港湾局 帰山港湾物流部長 

神奈川労働局 西本労働基準部長 

労働基準部 赤前安全課長 

安全課 高橋地方産業安全専門官 

横浜南労働基準監督署 下川署長 

                 塩澤第４方面主任監督官 
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鶴見労働基準監督署 髙石署長 

               佐藤第３方面主任監督官 

横浜北労働基準監督署 平本署長 

                 石田第４方面主任監督官 

横浜エゼント会 森枝専務理事 

横浜港湾荷役協会 藤木会長代行 

横浜回漕協会 串田会長代行 

横浜港運関連事業協会 山下会長 

京浜海運貨物取扱同業会 飯塚会長 

横浜検数・検定部会 坂手部会長 

全日本ワッチマン業協会 関東支部 粟竹支部長 

⑺ 協会関係者紹介 

藤木副会長 

髙木副会長 

神奈川総支部 笹田副総支部長（兼横浜支部長） 

神奈川総支部 三田副総支部長（兼川崎支部長） 

神奈川総支部 鈴木副総支部長（兼横須賀支部長） 

横浜支部 花島副支部長 

横浜支部 古別府副支部長 

横浜支部 川本パトロール実行委員会 委員長 

横浜支部 本間コンテナ委員会 委員長 

横浜支部 吉岡指差呼称実行委員会 委員長 

横浜支部 宮良墜落対策委員会 委員長 

横浜支部 上中倉庫設備点検委員会 委員長 

横浜支部 米山衛生委員会 委員長 

東京総支部 城田総支部長 

東京総支部 下新井田副総支部長（兼東京支部安全衛生委員長） 

東京総支部 山本総務委員長 

東京支部 角田安全衛生副委員長 

東京支部 安全衛生委員会 加古１５埠頭部会長 

東京支部 濱西常務理事 



- 15 - 

 

2  

「令和８年度 主要港督励巡視」結団式に当たり、一言、ご挨拶申し上げます。 

本日、結団式を行うに当たり、厚生労働省労働基準局安全衛生部 安全課長 土井様を始

め、ご来賓の皆様方には、公務ご多用の中、団員の激励のため、ご出席をいただき、厚く御

礼を申し上げます。 

当協会の労働災害防止活動は、関係行政機関のご指導と、

会員各位のたゆまざるご努力により、年々着実な成果を挙げ

ているところであり、皆様方に深く感謝申し上げる次第であ

ります。 

近年、わが国の港湾貨物運送事業は、世界の各港との激し

い競争にさらされる中、船舶や荷役運搬機械の大型化、作業

のスピード化が進んでいます。また、アメリカとイランとの

武力衝突の情勢は依然として混沌としていることから、ホル

ムズ海峡の開放については、先が見通せず、港湾荷役の集中や滞貨、物流の流れにも影響を

及ぼしています。 

もとより、どのような状況下にあっても、港湾貨物運送の仕事に携わる事業者は、皆が安

心して健康に働くことができる港を実現していくという責務をしっかりと果たしていかなけ

ればなりません。 

 

こういったことをも踏まえまして、港湾貨物運送事業労働災害防止協会においては、企業

や地域といった枠を越えて、本日から主要港督励巡視を実施するものであります。 

この暑い時期に、全国から集まられた団員の皆さんが巡視をされ、効果的な督励を行うこ

とにより、それぞれの港が、一層安全な港となることを期待しております。 

本年度、主要港督励巡視は62回目を迎えましたが、ここ横浜港をスタートして、名古屋

港、神戸港、博多港の４港で巡視をしていただきます。 

港それぞれに様々な課題と向き合っていると思いますので、港の現場をよくご覧になっ

て、しっかりと督励し、交流を図ってもらいたいと思います。 

また、巡視をされるどの港でも、安全に作業を遂行するため、いろいろな工夫や改善が行

われていると思います。 

特に、年々厳しさが増している暑さへの対策については、命にもかかわる課題です。今年

の３月に厚生労働省から出された「熱中症防止ガイドライン」では、作業場所と休憩所が離
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れている港湾現場において留意すべき事項などが示されています。各港でもこれまで以上

に、熱中症の予防と重篤化の防止に注力されているのものと思います。 

また、短時間のうちに生じる異常気象への対応についても、常日頃から怠りなく準備され

ているのではないかと思っているところです。 

そうした活動を見出したならば、大いに評価いただき、また、気付かれた点について助言

していただくこともお願いします。 

本年度、大阪総支部の間口詠介氏に団長をお願いしました。間口団長は、昨年副団長とし

て、桝野団長を補佐した経験も存分に活かして、また、35歳という若さからの新しい視点を

もって、督励巡視団を率いていただくことに期待しています。 

各総支部長から推薦いただいた団員の皆様は、日頃、各港の労働災害防止活動において指

導的な立場で活躍されておられる経験豊富な方々ばかりでございますので、主要港督励巡視

の成果をお持ち帰りいただき、地元の港における労働災害防止活動が更なる発展をされるこ

とを大いに期待いたします。 

さて、港湾災防では指差呼称もやっているし、督励巡視やいろいろな対策もやっていま

す。それでも災害が減りません。どうしてなのか、私なりに思うことはストレスが要因とな

っているのではないかと。ストレスのない社会なんてありません。家庭とか付き合いとか、

暑さとかでいろいろなストレスを抱えながら、皆さん仕事をしています。 

このストレスをいかに抑えていくのか？そのためには、仲間とワイワイやりながら元気よ

く取り組んでいくことが重要ではないかと感じています。 

この暑さの中での督励巡視は大変ですが、ワイワイやりながら取り組んでいただきたいの

で、よろしくお願いします。 

最後に、間口団長、団員、総勢26名の皆さんには大変暑い中、ご苦労をおかけしますが、

健康に留意され、特に熱中症には十分注意していただきまして、無事に督励巡視の成果を上

げられますようお願いして、ご挨拶とします。 
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ễ  

只今、藤木会長から「令和８年度 主要港督励巡視団」団長を仰せつかりました大阪総支部

の間口でございます。 

本日は、早朝より、厚生労働省労働基準局安全衛生

部安全課長 土井様、神奈川労働局局長 宿里様、国土

交通省関東運輸局海事振興部長 冨澤様、横浜南労働

基準監督署長 下川様、横浜市港湾局港運物流部長 帰

山様を始め、関係官庁並びに関係機関の皆様方には、

ご多用の中、私ども、督励巡視団の激励のためにご臨

席をたまわり、誠にありがとうございます。 

また、神奈川総支部の藤木総支部長を始め、会員店

社からも多数のご出席をいただき、誠にありがとうご

ざいます。 

主要港督励巡視は、これ迄、わが国の港の労働災害の防止に大きく寄与してまいりました。 

その団長を仰せつかり、責任の重さを改めて痛感しているところでありますが、これまで、

港の諸先輩の方々が築き上げられてきた素晴らしい伝統を継承するとともに、港湾荷役作業

の変化に対応して、安全衛生水準の一層の向上を図り、港から災害をなくすことに貢献する

ことが、私達の任務であります。 

この場に集った団員は、各港において永年にわたって労働災害防止活動に精励され、優れ

た実績を挙げておられる方々ばかりであり、大変、心強く思っています。 

大変暑い中での主要港督励巡視になりますが、今日から４日間、団員一同、健康に留意し

ながら、行って参ります。 

 督励巡視に当たり、厚生労働省、各地元労働局や労働基準監督署のご指導の下、団員の

ご協力を得まして、各港における労働災害防止活動を視察させていただき、藤木会長を始め、

皆様方のご期待に添うよう団長としての務めを果たしてまいりたいと考えておりますので、

改めまして、ご支援をよろしくお願いいたします。 

なお、近年の暑熱環境をかんがみまして、熱中症のリスクを考慮した結果、船内班のみ墜

落制止用器具を装着して巡視することといたしましたので、ご同行いただく行政機関の方々

にも、ご理解いただければ、幸いでございます。 

以上、結団式に当たりましてのご挨拶といたします。 

本日はありがとうございます。  
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Ṩ    Ṩ  

 

 

     
間口団長に「委嘱状」を渡す藤木会長     挨拶をされる厚生労働省 土井安全課長 

     
挨拶をされる神奈川労働局   横浜支部指差呼称実行委員会 荒井委員の発声による指差唱和 

    宿里局長   
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１ 横浜港 

ỉ ỄỊ ṕ Ṗ  27.7 ṹ 

    

「結団式」終了後、船内班、沿岸班に分かれて巡視に出発した。 

   厚生労働省 諸冨労働衛生課長、北村副主任中央産業安全専門官、神奈川労働局 高橋地

方産業安全専門官を始め、港湾所轄の各労働基準監督署の幹部の方々も巡視に同行され、

ご指導をいただいた。 

巡視後、横浜港運会館に戻り、「巡視結果打合せ（班別）」を経て、「巡視結果発表会

議」が開かれた。会議では、神奈川総支部 笹田副総支部長の挨拶に続き、神奈川総支部 

深川事務局主管者による横浜港における安全衛生活動状況について説明がなされた後、督

励巡視結果の発表討議が行われた。発表討議後、巡視に同行された北村副主任中央産業安

全専門官、神奈川労働局 高橋地方産業安全専門官から講評指導が行われ、間口団長の総

括と御礼の挨拶、横浜支部 花島副支部長の挨拶により横浜港の巡視を終了した。 

 

  

   

場所：本牧 C－６ 

本船：WAN HAI  332   

 

 

場所：本牧 C－９ 

本船：PEGASUS PETA 

       

פּ   

ア 熱中症対策 

〇 舷門に「WBGT計測器」、「熱中症対策キット」を設置し、暑さ指数の把握、

水分・塩分補給等できるようにしていること。 

  デジタルで見やすい「WBGT 計測器」 



- 20 - 

 

〇 熱中症発症疑いを把握した際のフローチャート図に手書きで具体的な対応要

領を朱書で追記し、いざというときに的確に対処できるよう工夫していること。 

    
  すぐに利用できる熱中症対策キット         具体的な対応要領を手書きで追記しているフロー図 

 

イ 危険予知 

〇 「危険予知活動表」に、危険のポイントを明確に示していること。 

〇 「危険物又は有害物事前連絡表」を掲示し荷役の留意点を周知していること。 

    
ポイントがわかりやすい危険予知活動表    危険物又は有害物の性状・荷役時の留意点を周知 

 

ウ 合 図 

〇 地切り時、地切り一旦停止後に吊り荷の安定を確認し、作業者が完全退避して

から巻上げの合図を行っていること。 

  地切り一旦停止・作業者完全退避 
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〇 デッキマンをトモ・オモテの両側に配置し、双方向からの確認と合図をしてい

ること。 

〇 デッキマンはフルハーネスのフックを高い位置に掛けて墜落防止対策をしっ

かり講じていること。 

   
トモ側デッキマン                オモテ側デッキマン 

 

エ その他 

〇 海中転落事故防止のため、舷門に注意喚起表示を行っていること。 

〇 本船タラップに昇降時の注意事項を写真とともに具体的に表示していること。 

  
「足元注意」の表示              3 点支持を促す写真付き表示 

 

 ṕ  Ṗ 

特になし。 

 

 ṕ  Ṗ 

ラッシング作業時の安全確保のための港独自のルールはあるか。 
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 港として明文化されたルールはないものの、荷の下に入らない、ガントリー荷積み

後の追いかけ（間隔を開けた）作業をする、ラッシングバーを立て掛けないなどの暗黙

知としてのルールを各社で遵守している。 

 

   

場所：本牧埠頭 B－５～B－８ 

 
  

פּ   

ア 熱中症対策 

〇 スポットクーラー、ミストファン等を適所に配置するなど、熱中症対策を適切

に講じていること。 

  
フォークリフト運転席に設置したミストファン     屋外の「休憩小屋」 

 

イ 危険予知 

〇 重篤な労働災害の発生状況を踏まえ、災害防止のポイントをしっかり押さえた

危険予知活動を行っていること。 

 
        クレーン、フォークリフト災害防止にポイントを 

置いた危険予知活動 
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ウ フォークリフト災害防止 

〇 歩行帯を設け歩車分離を行うほか、積まれた荷との接触防止のための注意喚起

表示を行うことにより、荷との接触災害防止を図っていること。  

 
上屋内に設けた歩行帯（右） 積まれた荷との接触防止の注意喚起表示（左） 

 

〇 運転席に荷重計を設け、荷重中心の状況に応じた制限荷重遵守の支援を図って

いること。 

 荷重計 

 

 〇 ワンアクションで着脱できる輪止めを使用していること。 
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エ 指差呼称 

〇 なぜ指差呼称が必要なのかを明示した説得力のある表示を行っていること。 

 

     具体的な危険性を示して指差呼称を促す表示 

 

 ṕ  Ṗ 

釘が上に向かってむき出しになった廃材について、注意喚起表示等を検討されたい。 

 

 開梱作業後の状態のままとなっていた。即刻、カラーコーンを設置する。 

 

 ṕ  Ṗ 

上屋内の照明が少し暗いように感じた。 

 かねてより、上屋を管理する横浜市港湾局に改善要望を行っており、順次、高輝

度の LEDに切り替わってきているところである。今後も、改善要望をしていく。 
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Ṩ  Ṩ 

 

 

    
挨拶をされる神奈川総支部 笹田副総支部長          船内班発表（吉村団員） 

     

沿岸班発表（船越団員）       講評指導される北村副主任中央産業安全専門官 
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２ 名古屋港 

ỉ Ễị ṕ Ṗ  31.5 ṹ 

    

   「開会式」は、午前９時 30 分から、名古屋港ポートビルにおいて、73 名の参加を得て

開催された。 

冒頭、東海総支部 小山総支部長、間口団長の挨拶、巡視団員の紹介があり、愛知労働

局 小笠原労働基準部長の来賓挨拶、その後、来賓、名古屋支部の代表者の方々の紹介の

後、名古屋支部沿岸分科会 高橋部会長の発声により全員で「ゼロ災でいこう ヨシ！」

の指差唱和を行い、名古屋港の巡視に出発した。 

愛知労働局 小笠原労働基準部長・堀口安全課長、中部運輸局海事振興部 岩井貨物・港

運課長、港湾所轄の各労働基準監督署長を始め愛知労働局・各労働基準監督署の幹部の

方々も巡視に同行され、ご指導をいただいた。 

巡視後の「巡視結果発表会議」では、名古屋港運協会 高見会長の挨拶に続き、石井東

海総支部駐在安全管理員から名古屋港における安全衛生活動状況について説明がなされ

た後、督励巡視結果の発表討議が行われた。発表討議後、巡視に同行された愛知労働局 堀

口安全課長から講評指導が行われ、間口団長の総括と御礼の挨拶、最後に、名古屋支部長 

辻支部長の挨拶があり、名古屋港における督励巡視を終了した。 

 

   

   

場所：鍋田ふ頭（NUCT） 

本船：CHUN JIN   

 

 

場所：鍋田ふ頭（NUCT） 

本船：ATLANTIC BRIDGE  
 

    

         

פּ   

ア 熱中症対策 

〇 岸壁にエアコンを稼働させた熱中症対策車両を待機させていること。 

〇 コンクリートの照り返しが強い岸壁での作業において、空調服を着用させてい

ること。 
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   岸壁で待機する熱中症対策車        空調服を着用する船側作業者 

 

イ 墜落防止 

〇 墜落危険箇所に注意喚表示をしていること。   

     
開口部注意喚起表示       墜落制止用器具の使用を促す表示 

 

ウ 指差呼称 

 〇 デッキマンが地切り時に指差呼称を行って安全確認後に、クレーンオペに合図

をしていたこと。 

 〇 コンテナをシャーシに積み付ける際、船側作業者全員がスプレッダ位置を指差

しして指差呼称により安全確認後にコーンの取り外し作業にかかっていたこと。 

  

 

エ その他 

〇 海中転落事故防止のため、本船タラップと岸壁の間をネット養生していること。 
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本船タラップと岸壁の間のネット養生 

 

 ṕ  Ṗ 

ガントリー股下でのシャーシ停車位置を表示すればトレーラ運転者がその位置に

停車するので、炎天下で合図している作業者の負担軽減になるかと思うがどうか。 

➡ 積荷作業時については停止位置を表示しているが、揚荷作業時はコンテナの扉

方向や荷役状況に応じて停止位置が変わるため、表示が困難な場合がある。 

とはいえ、合図者はシャーシの停止位置誘導のほか、ガントリークレーンへの

合図やツイストロックの装着・脱着作業などを行っており、炎天下では身体的負

担が大きい作業環境となっていることもあり、ご指摘を踏まえ、停止位置表示の

拡充や誘導方法の改善について検討するとともに、休憩・給水の徹底など熱中症

対策を強化し、作業者の負担軽減と安全確保に努めていく。 

 

   

場所：名古屋港国際総合流通センター（ＮＲＣ） 

 

  

פּ   

ア 熱中症対策 

〇 コンテナがプラットフォームに着く都度、エアコンユニットをフォークリフト

でコンテナ上に置き、ダクトを介してコンテナ内に冷風を送気していること。 

〇 ポケット収納付きメッシュジャケットを支給し、小物を収納できるよう熱中症

予防対策と利便性を工夫しながら両立させていること。 
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エアコンで冷却中のコンテナ   ポケット収納付きメッシュジャケット 

 

〇 気温が高くなる時間帯を中心に一斉休憩時間を定め、水分補給と休憩をしやす

くしていること。 

〇 デジタル表示の WBGT 値の簡略表示板を設置し、採るべき措置をわかりやす

く示していること。 

  
高気温帯に頻度を高めて休憩を設定      視覚的にわかりやすく表示 

 

イ フォークリフト災害防止 

〇 歩行帯を床面に表示するとともに、フォークリフト走行路を横断する箇所は歩

行帯のデザインを変えることにより、歩車それぞれの注意を喚起していること。   

〇 フォークマンが指差呼称をしっかり行っていること。 
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歩行帯（FL走行路は左右確認＆横断表示） 指差呼称で安全確認後に後進開始 

〇 フォークマンがシートベルトを着用していること。 

〇 LEDラインライトにより人との接触防止措置を講じていること。 

  

 ṕ  Ṗ 

・フォークリフト（FL）正面の背後の荷と挟まれた位置にて作業者が①フレコンの紐

を爪の高さに保持して FLを待ち受け、②FLの爪にフレコンを掛け、③FLがリフトア

ップし後進する一連の作業を反復して行っていたが、①FL前進時に爪が接触する、②

爪に掛ける際に指を挟まれる、③FLリフトアップ時等に前後の荷と荷の間に挟まれる

などの危険があるので、作業方法の見直しを検討されたい。 

     

 

 退避場所を設けるなど、作業方法の改善を検討することとする。 

      

 

 ṕ  Ṗ 

・フォークリフトと人の接触災害防止を図る観点から、フォークリフトが人に近づく
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際のルールがあったら教示いただきたい。 

 

➡ 特にルールは設けていないが、フォークマンは相手方の作業者と目線を合わせ

るなどにより、作業者がフォークリフトの接近を認識していることを確認するよう

に努めている。 
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Ṩ    Ṩ 

     
挨拶をされる東海総支部 小山総支部長      挨拶をされる愛知労働局 小笠原労働基準部長 

          

挨拶をされる間口団長              名古屋支部沿岸分科会 高橋部会長の発声による指差唱和 

Ṩ  Ṩ 

      
船内班発表（齊藤団員）             沿岸班発表（益田団員） 

     

講評をされる愛知労働局 堀口安全課長    総括講評及び挨拶をされる間口団長 
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３ 神戸港 

ỉ ễỂ ṕ Ṗ  32.5 ṹ 

    

「開会式」は、午前９時から、神戸ポートオアシス５階会議室において、56 名の参加

を得て開催された。 

冒頭、兵庫県総支部 深井総支部長、間口団長の挨拶、巡視団員の紹介があり、兵庫労

働局 金成局長及び神戸運輸監理部海事振興部 薮内貨物・港運課長の来賓挨拶、その後、

来賓の紹介の後、兵庫県総支部 長尾事務局主管者の発声により全員で「ゼロ災でいこう 

ヨシ！」の指差唱和を行い、神戸港の巡視に出発した。 

兵庫労働局 洲﨑安全課長、港湾所轄の各労働基準監督署長を始め兵庫労働局・各労働

基準監督署の幹部の方々も巡視に同行され、ご指導をいただいた。 

巡視後の「巡視結果発表会議」では、兵庫県総支部 長尾事務局主管者から神戸港にお

ける安全衛生活動状況について説明がなされた後、督励巡視結果の発表討議が行われた。

発表討議後、巡視に同行された兵庫労働局 洲﨑安全課長から講評指導が行われ、間口団

長の総括と御礼の挨拶、最後に、神戸支部 松田支部長の挨拶があり、神戸港における督

励巡視を終了した。 

  

   

   

場所：六甲－Ｔ 

本船：グリーンラクーン 

  

פּ   

ア 熱中症対策 

〇 船内に給水所をその旨の掲示をして設置し、飲料等を備えていること。 

〇 飲料を備えたクーラーボックスに緊急時の対処法と連絡先を明示しているこ

と。 
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船内の給水所   緊急時対処法等が蓋に明記されたクーラーボックス 

 

イ 墜落防止 

〇 デッキマンがホールドやデッキへの墜落転落防止のため、墜落制止用器具のフ

ックを常に適切な場所に掛けて合図を行っていたこと。 

〇 下層へ降りる垂直梯子にセーフティブロックを設置していること。   

〇 ホールドへの下降口などにピンクテープ、注意喚起表示を行っていること。 

       
 墜落制止用具の確実な使用  セーフティブロック  ピンクテープと注意喚起注示 

 

ウ その他 

〇 岸壁から本船タラップに安全に乗り移れるよう、階段状にパレットを設置して

いること。また、海中転落防止用のネットを同タラップを囲うように設置してい

ること。 

   
      本船タラップへの階段      タラップを囲う安全ネット 
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 ṕ  Ṗ 

特になし。 

 

 ṕ  Ṗ 

特になし。 

 

   

場所：神戸国際流通センター（Ｋ-ＤⅠＣ）６号棟・７号棟 

  

פּ   

ア 熱中症対策 

〇 スポットクーラーで冷やされた「一時避難所」を設置し、熱中症対応マニュア

ル、飲料等を備えていること。   

〇 「熱中症予防管理者」を明記した熱中症対応手順書を掲示し周知していること。 

〇 作業者に空調服を支給していること。 

     
一時避難所         熱中症対応手順書            空調服 

 

イ フォークリフト災害防止 

〇 歩車分離のため、歩行帯を歩行するよう掲示により促していること。 

〇 歩車双方が遵守すべきフォークリフト接近時ルールを定め、掲示していること。  

〇 フォークリフトの進入禁止エリアを定め、表示していること。 

〇 ワンアクションで着脱可能な、持ち手付きトラ模様の輪止めを使用しているこ
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と。 

   
歩行帯の歩行を促す標識        フォークリフト接近時ルール 

   

フォークリフト進入禁止標識        持ち手付きトラ模様輪止め 

 

 ṕ  Ṗ 

(1)  スポットクーラーの台として使用しているパレットが通路にはみ出しているので、

改善を検討されたい。 

 

➡ 通路にはみ出さないように置台を設置するよう検討する。 

 

(2)  高さのある円筒状貨物が３段積みされ、最上段のみビニール紐で固縛しているが、

積み付け段数などの当否について検討されたい。 
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➡  ストレッチを巻く、または、段積数等を検討する。 

 

(3)  フォークリフト作業計画のチェック欄に記載がなく点検しているのか不明のため、

チェック欄について記載に努められたい。 

 

➡ 社内マニュアルでは作業後にチェックすることとしているが、今後検討する。 

 

(4)  フォークリフト作業の（？）退避場所を示すカラーコーンを作業者自らがその都

度移動させていたが、その設定の妥当性を担保するためにもある程度固定すること
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を検討されたい。 

＜写真なし＞ 

➡ 現状、作業マニュアルでは、作業者がカラーコーンを移動させることとしてい

る。退避エリアを予め固定したらどうかとのご指摘については、今後検討する。 

 

 ṕ  Ṗ 

特になし。 
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Ṩ    Ṩ 

       
兵庫県総支部 深井総支部長     挨拶をされる兵庫労働局 金成局長 

        
挨拶をされる間口団長           兵庫県総支部 長尾事務局主管者の発声による指差唱和 

Ṩ  Ṩ 

   
船内班発表（鈴木団員）               沿岸班発表（服部団員） 

        
巡視結果に対しコメントする神戸支部役員   講評をされる兵庫労働局 洲﨑安全課長 
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４ 博多港 

ỉ ễể ṕ Ṗ    33.5 ṹ 

    

   「開会式」は、午前９時から、福岡サンパレスホテル２階パレスルームにおいて、74 名

の参加を得て開催された。 

冒頭、九州総支部 野畑総支部長、間口団長の挨拶、巡視団員の紹介があり、福岡労働

局 有村安全課長の来賓挨拶、その後、来賓の紹介の後、博多支部 笹尾指導員長の発声に

より全員で「ゼロ災でいこう ヨシ！」の指差唱和を行い、博多港の巡視に出発した。 

福岡労働局 有村安全課長、港湾所轄の各労働基準監督署長を始め福岡労働局・各労働

基準監督署の幹部の方々も巡視に同行され、ご指導をいただいた。 

巡視後の「巡視結果発表会議」では、博多支部 市原事務局次長から博多港における安

全衛生活動状況について説明がなされた後、督励巡視結果の発表討議が行われた。発表討

議後、巡視に同行された福岡中央労働基準監督署 小河署長から講評指導が行われ、間口

団長の総括と御礼の挨拶、最後に、博多支部 佐々木支部長の挨拶があり、博多港におけ

る督励巡視を終了した。 

    

   

場所：箱崎ふ頭 8 号岸壁 

本船：ＲＯＲＯ船ǹȅȖȑǯǍǔȎǍ 

  

פּ   

ア 熱中症対策 

〇 船内に熱中症対応手順を貼付した「大型クーラーボックス」を設置し、塩飴、

飲料、経口補水液等を常備していること。 

〇 熱中症発症者が出たときでも慌てず対応することができるよう、イラストを付

した対応フロー図を掲示していること。 
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船内の給水所                   緊急時を念頭に置いたフロー 

 

イ 周知・意思疎通 

〇 現場ミーティングで追加指示した事項を作業計画書に手書きで朱書追記・掲示

し、関係者に再周知していること。 

〇 特に重篤な災害に結びつく作業における遵守事項を写真入りで分かりやすく

掲示していること。   

          
手書きで追記された作業計画書      重篤災害防止のための遵守事項 

 

ウ RORO船内の触車災害防止 

〇 船内作業者の保護帽後部にLEDランプを取り付け、視認性を高めていること。 

〇 足車の後退時にも、誘導者による誘導をしっかり行っていること。 

〇 船内の柱等の危険箇所にフラッシュライトを設置していること。 

      
LEDランプ（キャッツアイ）      柱等のフラッシュライト（左上） 
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 ṕ  Ṗ 

特になし。 

  

 ṕ  Ṗ 

特になし。 

 

   

場所：中央ふ頭 

   箱崎ふ頭 

 

פּ   

ア 熱中症対策 

〇 WBGT 値を測定していること。また、熱中症発症時の対応手順の掲示もしっ

かりと行っていること。 

〇 作業者に空調服を支給していること。 

            
WBGT値測定     熱中症対応手順掲示    空調服 

 

イ フォークリフト災害防止 

〇 「フォークリフト停車 5 原則」を掲示しルールの遵守を促していること。 

〇 上屋内の柱及び壁面のフォークリフト運転者が見やすい高さに、制限速度表示

を大きく掲示していること。 

〇 歩行帯を設け歩車分離を行っていること。加えて、特に危険なコーナー部には

カラーコーンとコーンバーを設置し対策を強化していること。 

〇 ラックなども活用し、必要な箇所にコーナーミラーを積極的に設置し死角を潰
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すことに努めていること。 

〇 フォークマンが対象をしっかり見据えて指差呼称を行っていること。 

     
停車 5 原則掲示   フォークマン目線の制限速度表示 コーナー部の安全強化策 

    
適所に設置したコーナーミラー  模範的な指差呼称 

ウ その他 

〇 プラットフォームの両端以外にも昇降設備を設けていること。 

〇 トラック運転者向けに、車止め使用促すユニークな掲示を行っていること。 

〇 フォークリフト後進時、「レーザーポインター」により注意を喚起しているこ

と。 

   
適所に設置した昇降設備      ユニークな掲示 

 

 ṕ  Ṗ 

特になし。  

 ṕ  Ṗ 

特になし。  
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Ṩ    Ṩ 

     

    挨拶をされる九州総支部 野畑総支部長        挨拶をされる福岡労働局 有村安全課長 

  
博多支部 笹尾指導員長の発声による指差唱和 

Ṩ  Ṩ 

        
 船内班発表（佐藤団員）           沿岸班発表（小山田団員） 

      
講評をされる福岡中央労働基準監督署 小河署長        閉会挨拶をされる博多支部 佐々木支部長 
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 ṕỉ ễể ṕ ṖṖ 

「解団式」は、博多港巡視結果発表等会議を終了した午後１時 40 分から福岡サンパレス

ホテル２階平安の間において行われた。 

間口団長によるこの４日間の総括挨拶があり、次いで、解団式のために駆けつけられた笹

田業務委員長から藤木会長のメッセージの代読とご挨拶があり、解団式を終了した。 

その後、団員反省会及び意見交換会を行い、全日程を無事終了した。                             

    
挨拶をされる間口団長      挨拶をされる笹田業務委員長   乾杯をされる博多支部 佐々木支部長 

Ị  
ṇ  

大変暑い中、４日間の主要港督励巡視を終えられ、誠にお疲れ様でした。  

間口団長を始め、団員の皆様のご活躍により立派な成果を収め、無事に終了されま

したことに、心から感謝申し上げます。 

巡視結果発表会議では、活発なご意見、ご質問やアドバイスがあったと聞き及んで

います。 

まさに、しっかりとした督励巡視と交流が行われたものと思います。 

厚生労働省並びに国土交通省の担当者の皆様におかれましては、各港において巡視

にご同行の上、適切なご指導とご助言をいただいたことに心より感謝申し上げます。 

団員各位におかれましては、帰られてから、今回の督励巡視で体得されました成果

を各港での今後の労働災害防止活動に十分に活かし、港湾貨物運送事業における職場

環境のさらなる改善と労働災害の撲滅に貢献されますことを期待いたします。 

これからも厳しい暑さが続きますが、各団員とも、くれぐれも健康に留意してご活

躍ください。 

解団式に当たり、督励巡視の成功を共に喜び、また、関係各位のご尽力に対し、改

めて、敬意と感謝の意を表しご挨拶といたします。 

ありがとうございました。   
 
  令和８年７月 31 日 
                      港湾貨物運送事業労働災害防止協会 
                      会 長  藤  木   幸  太 
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 （全員、博多港船内班・沿岸班の順。福岡サンパレスホテルにて撮影） 
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移動中の団員（上：新幹線車内、下：新神戸駅）

 

夕食兼意見交換会

 


